
技術系⼤学におけるポートフォリオ  
システムの活⽤(3) 事前事後学修 	

広島⼯業⼤学	
濱﨑利彦，⻑坂康史，杉⽥洋，久保川淳司	

1	教育改⾰ICT戦略⼤会（2016.9.8）@アルカディア市ヶ⾕	



発表のながれ	
•  「新たな未来を築くための⼤学教育の質的転
換に向けて」	
–  事前・事後学修に対して電⼦化システムの⽀援により学⽣
の学修時間を増加する		

•  コース管理システムMoodleのHITPOへの統合	
– 学修情報への⽇常的なアクセス	

•  事例1 初年次 習慣づける	
•  事例2 3年次 	紙媒体学修の電⼦化	
•  まとめ	
•  今後の課題	
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「新たな未来を築くための⼤学教育の
質的転換に向けて」	

1. 学⽣が主体的に事前の準備、授業の受講、
事後の展開という学修の過程に⼀定時間を
かけて取り組むことによって単位を認定す
ること。	

2. ⼤学ごとの学⼠課程教育の内容・⽅法の⾃
律性や多様性を確保しつつ、⼤学間の制度
的な共通性を維持すること。	

3. 学⼠課程教育における質を伴った学修時間
の確保は、世界的にも学⼠課程教育の質の
保証が課題になる中で、国際的な信頼の指
標として不可⽋であること。	
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文部科学省中央審議会答申(平成24年8月28日)			



全学科に適⽤可能な電⼦化システムの
プラットフォーム(共通)概念		

1. 学⽣それぞれの学修成果をポートフォリオ
と⼀体化すること	

2. その学修過程も同⼀システムで確認検証で
きること	

3. 学⽣が主体的に⾃らのPDCAサイクルを回せ
るようにすること	

4. 教員のPDCAアクションも学⽣と同期が取れ
ること		
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⼊学後の1.5年間でHITPOに基づく
学修スタイルを⾝につける	

•  学修環境・学修の仕組み(カリキュラムツリー)に適応する。	
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実験・レポート	
設計・製作	



学修環境の管理システム	
•  ゼミ配属までは講義棟を中⼼にした学修リズム	
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Moodle	 共通講義棟	
実践実習科目を除く	



シラバス	

•  PDCAサイクルを容易にする電⼦化システム
に基づくシラバスの刷新	

•  コース学修の⽬標とガイドラインを定めた
基本⽂書が事前・事後学修を明確化	

•  電⼦化システム上で学修効果を教員と学⽣
が相互に確認できる	

•  その実施過程と学修結果評価が、エビデン
スとして記録される	
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電⼦化システムの⽀援による
事前・事後学修	

実例 1	
初年次に習慣づける	
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事例1の狙い	

事前学習
（予習）	

授業	
事後学習

クラス	

・予習課題	
 各⾃で取り組む	
 ※時間・場所は任意	

・教員による解説	
・問題演習	

・復習課題	
 各⾃で取り組む	
 ※時間・場所は指定	

•  初年次にHITPO(Moodle)を使った事前事後
学修とPDCAサイクルの習慣を⾝につける	
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科⽬概要	
■科⽬名：プログラミング基礎Ⅰ ※必修科⽬	
■開設期：1年次前期（毎週⽕曜10:45〜12:15）	
■内 容：C⾔語の基礎プログラミング技術の修得	
■学⽣数：137名	
■教員数：3名（教務補助としてTA/SA3名）	
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事後学習クラスの実施要領	
■各回の授業の直後に実施（180分）	
■授業の復習⽤プログラミング課題をMoodleで提⽰	
 （合わせて予習課題も提⽰）	
■事後学習クラスでは各⾃復習課題に取り組む	
 序盤：各⾃で個別に復習課題に取り組む	
    ※他の履修⽣との相談は不可	
    ※教員，TA/SAへの質問は可	
 中盤：他の履修⽣と相談，教え合いを可能とする	
 終盤：課題のヒントをMoodleで提⽰する	
■復習課題がすべて完了した⼈から退室可能とする	
■復習課題は予習課題と合わせて期限までにMoodle	
 で提出（解答は次回の授業資料において提⽰）	
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Moodleの学⽣ビュー（例：第10回）	

①復習課題・予習課題の提示 
授業資料の提示 

②復習課題・予習
課題の提出受付 

③復習課題のヒントの提示 

◎Moodle画面（学生ビュー） 

ミニッツペーパー 
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①資料提⽰：復習・予習課題(1)	
◎Moodle画面（学生ビュー） 
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①資料提⽰：復習・予習課題(2)	
◎Moodle画面（学生ビュー） 
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①資料提⽰：復習・予習課題(3)	
◎Moodle画面（学生ビュー） 
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①資料提⽰：復習・予習課題(4)	
◎Moodle画面（学生ビュー） 
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②課題受付：復習・予習課題(1)	

提出時にクリック 

◎Moodle画面（学生ビュー） 
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②課題受付：復習・予習課題(2)	

学生は課題ファイルを
ドラッグ＆ドロップ 

クリック 

◎Moodle画面（学生ビュー） 
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③資料提⽰：復習課題のヒント	
◎Moodle画面（学生ビュー） 
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事後学習クラスの有⽤性の調査�
（ミニッツペーパー内で実施）	
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電⼦化システムの⽀援による
事前・事後学修	
実例2 ３年⽣ 	
(Moodle)は始めて	
紙媒体の学修	
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事例2の狙い	
•  課題を増やして勉強させろ→	主体性が…?	
•  やる学⽣はやる，やらない学⽣はやらない 
→ 昔も同じ（⽐率は違うような）	

•  やれない学⽣がいる → 勉強の仕⽅がわか
らない	
– ノートをとらない（教材資料への書き込みレベル
も含めて）	

– 試験前に想定問題を作れない	
•  やれない学⽣の数を減らそう	
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コンセプト	
•  始まりは“紙と鉛筆”	

– 勉強含め創造的な仕事にコンピュータは⾮常に有効	
– 但し，基礎（基本）ができている⼈間にとって…	
– スキルのある⼈でも紙と鉛筆は有効	

•  紙ベースの課題	
– コピペはできない，少なくとも読みながら書く → 頭
を刺激する	

– 毎回，真⾯⽬に課題をすれば，試験対策⽤のノートにな
る	

•  教育⽀援ツールの活⽤	
– データベース化によるPDCA →実施エビデンス，教員の
振り返り	

– 学⽣へのフィードバック →⾃分の提出課題は各⾃参照
可	
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Moodleのスキャナ⼊⼒を利⽤	
•  講義前	

– 講義中および宿題の課題を作成	
– Moodleにて課題登録し，スキャナ⼊⼒⽤の頭書き⽤
紙をPDF出⼒	

– ミニッツペーパー（頭書き兼⽤），講義中課題の⽤
紙を印刷（A4⽚⾯）	

•  講義中： 課題⽤紙配布，ミニッツペーパー	
– 講義の終了前に課題，前回宿題を回収	

•  講義後	
– スキャナ⼊⼒，Moodleにて課題評価	
– 学⽣⾃⾝でMoodleの宿題PDFを印刷し実施（次回講
義で紙提出）	

科目:	デジタル通信 （履修32名）	
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Moodle設定画⾯ 科⽬名:デジタル通信	
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講義時間実施課題例 全3問	
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スキャナOCR機能	

ミニッツペーパー	

OCR	
科目、コースの回数を認識	

学生番号	



事後学修 宿題例 全5問	
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⼿法：課題と評価	
•  コンテンツ	

– 各種⽅式において，符号化や変調の波形を記述する，数
値を計算する問題	

– 講義中に重点的に説明した原理や性能⽐較等を⽂章で記
述する，⽳埋めをする問題	

– 解答	
•  講義中課題は講義終了後にHITPOにアップロード	
•  宿題： 前者は提出後にアップロード，後者は解答与えず（解答
だけ丸覚えさせたくない）	

•  評価	
– 講義課題は0〜1点，宿題は0〜2点，提出遅れは1点減点	
– 試験70%（中間と期末），課題・宿題30%で成績付け	
– Moodle個⼈へのコメント欄はまだ未使⽤	
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振り返り	
•  効果	

– 試験の成績では，ある程度の効果	
•  2015年度 中間試験 39.4点（83名），期末試験 
49.2点（83名）	

•  2016年度 中間試験 48.7点（33名），期末試験 
59.3点（32名）	

• 中間試験後のミニッツペーパーでは，多くの学⽣が試
験勉強に“とても役⽴った”と評価	

– 考える⼒がついたか？	
• 原理に基づき，その機能・性能について考える問題が
できていない	
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まとめ	
•  事前事後学修に対して時間を確保し実質的なものに
するには、	
– 学⽣・教員が課題を通してそれぞれのアクションをタイ
ムリーに実施することが重要	

– Moodleの⽀援により、双⽅向性を⾼めたPDCAが可能	
•  筆記式媒体を⽤いた課題は学⽣の思考能⼒を⾼める	

– 筆記式媒体を電⼦データ化するシステムは学⽣・教員双
⽅の⾏動の迅速化を助ける	

– 事前事後学修時間を確保することに有⽤な⼿法である	
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今後の課題	
•  教育⽀援ツールと使い⽅	

– 本年度運⽤開始であり，改良すべき点は多い	
– 特に準備作業の効率化，評価ミス防⽌など	

•  学⽣の学修モチベーションがさらに向上する
には	
– すべての教科に対して、Moodleにさらに有効な
⼿法が開発され利⽤度が⾼まる必要がある	

•  HITPO全体の最適化	
– Moodle記録情報がポートフォリオの⼀部になる
という認識	
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